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 森を伐採する太陽光発電はいらない 

大網白里市 品田 知美 

私は自宅ベランダに太陽電池を設置した経緯を、

ニュースレター第 271 号（2020 年 2 月号）に寄稿し

た者ですが、残念ながら今回は太陽光発電の設置に

反対する活動をお伝えします。私は近隣で自然農法

の小さい菜園を楽しんでいます。その土地は北側に

春にはウグイス、初夏にはカッコウが鳴く 2000 坪

くらいある規模の森林が隣接しています（写真 1）。

この森林の一部を大規模に伐採して、発電出力およ

そ 50KW の太陽光発電を設置する計画が進行してい

ると隣家から聞いたのが 2020 年６月頃。担当者が

簡易な設計図面を持ち説明に来たそうです。隣接地

であるにも関わらず私への連絡などはなし。すでに

不誠実。この環境が気に入っている隣家の方は意気

消沈していました。諦めきれない私はできる限りの

ことをしようと決意をして、活動を開始しました。 

まず担当者に連絡し、家族全員出揃って質疑応答。

内容としては剣もほろろ。でも、息子や娘も交えた

未来志向の提案に説得力があったようで、上司に企

画変更提案をしてくれとのこと。大網白里市には太

陽光発電設置ガイドラインがあり、説明会が義務付

けられているのに、新型コロナウィルスへの配慮で

「説明会はしなくてもよい」ことになった、と言う

ので納得がいかず、市役所に電話で確認すると、

「そんなことは言っていない」「半径 50ｍ以内の近

隣全員に説明をしたかどうかは、市で確認をとる」

と業者に連絡するようでした。８月に入り、周囲の

人たちに反対姿勢をはっきり伝えるべく目立つプ

レートを作り、自分の敷地内の木に短冊のように吊

るしました（写真

２）。 

共感してくださ

った方が何人も、

「私も反対なんで

す」と農作業中に声

をかけてくれまし

た。平行して、地元

の不動産関係者か

ら農業や自然と共

存しながら太陽光

発電をするソーラ

ーシェアリングや、

外側に森林を残し

て景観を保護する

工法が、市内でも周

囲の反対をきっかけに実現した事例があると聞い

て希望を持ち、弁護士さんにも住民運動の成功体験

を聞き準備を整えました。 

そして、社長宛に企画の中止または変更について、

具体的な相談の場を設けていただきたいと丁重な

手紙を書き配達記録にて送付。３週間たって返信な

し。しびれを切らし会社に電話したら、やっと担当

者から折り返して電話があり、要約すると「社長が

読んだかどうかは知らない」「説明会を開く予定は

ない。」「決めたことを文書でお知らせをする。」

「計画を変更する予定はない。」強気で食い下がり

ますと、最後に担当者レベルで「いま中止している

んですよ」と言う。建設まで期限が迫っていて計画

変更はできないらしい。とりあえず様子見中ですが

その後ほぼ１ヶ月半音沙汰なし。いま、業者は大規

模計画の実行が難しくなり、高い買取り価格が約束

されている小規模物件で稼ぎたいようです。「この

太陽光発電計画は自然破壊ではないですか」、とい

う問いかけが若い担当者に響くことを願っていま

す。 

特定非営利活動法人 

写真 1．自然農法の菜園と背後の森林 

写真２．森林を破壊する太陽光発電に

反対するプレート 

写真等無断転載禁止



意外と知らないカタツムリの謎 その３  

カタツムリと寄生虫「カタツムリダニとの出会い」  

千葉県立若松高等学校 四街道市 入村 信博 

① カタツムリの体に何やら動いている物体は？ 

マイマイ類の生態的調査を続けてきた私に、軟体

部表面に寄生している「ダニ」に注目してみてはと

助言下さったのは私のカタツムリの指導教官信州

大学の浅見先生でした。2013 年頃から野外調査の折

に注意して見てみると

殻から出ている軟体部

体表面に 0.5mm に満た

ないｸﾘｰﾑ色の「ダニ」が

活発に動いている事に

気付きました（図１）。

今まで気付かなかった

のが「なぜ……」と感じ

ました。意識して見てい

なかったのでしょう。 

カタツムリに寄生す

る「カタツムリダニ」

（Riccardoella 属）は

「ヤワスジダニ科」に属する体長 0.5mm 弱のダニ類

で、2018 年当時世界で７種が報告されていました。

東邦大学の脇司先生に同定（図２．脚の剛毛の数な

どにより区別）して頂いたところ、私が房総半島で

採集した「ダニ」は日本未記載種で 1990 年にアメ

リカ合衆国アラバマ州で初報告されて以来世界で 2

度目の報告であることが分かりました。 

なぜ、２万キロも離れたアメリカと日本に同じ種

のダニが生息するのでしょうか？カタツムリに寄

生しているダニを専門的に研究している研究者は

日本にほとんどいません。実はこの｢カタツムリダ

ニ｣は世界的に分布していて未だ他の地域では調査

されていないから見つかっていないだけなのかも

しれません。                                   
 

② カタツムリとダニの奇妙な関係          
今回採集したダニはカタツムリに｢寄生｣している

と考えられています。｢寄生｣とは｢ある生物が他の

生物から、栄養やサービスを持続的かつ一方的に収

奪する行為｣と定義されています。 

では、このダニはいったいカタツムリからどんな

恩恵を受けているのでしょうか？スイスの研究者

により、｢サヤガタドイツマイマイ｣に寄生するダニ

は宿主カタツムリの肺に住み、宿主カタツムリの血

液や体表面の粘液を食べる事が報告されました

（Baur  2005）。そして宿主カタツムリの体内で数

回脱皮を繰り返しカタツムリの肺に産卵し、一生を

終えるという報告も有ります。ダニにとって宿主カ

タツムリは、安心できる住みかでも有り、食事供給

所でも有るのです。 

 
③ ｢ニュウムラカタツムリダニ｣の誕生 

先生方のお力添えもあってこの房総半島で採集さ

れた｢ダニ Riccardoella triodopsis｣には「ニュウ

ムラカタツムリダニ」という和名が付けられること

になり（図３）、2019年、日本動物分類学会誌Species 

Diversity に、正式に和名が掲載されました。この

「ダニ」は宿主特異性を持ち、寄生するカタツムリ

を選んでいる可能性、カタツムリ個体群により寄生

率が極端に異なるなど興味深いデータが出ていま

す。 

教員として生態調査から入り 30 年、今は顕微鏡観

察で「カタツムリと寄生ダニ」の関係を探っていま

す。長年諦めずに続けてきた研究に思いがけないプ

レゼントを頂いたような気持ちです。 

「続ける事は難しい事もあるがその先には思いが

けない出会いと喜びがあるかも」生徒とそして自分

に言い聞かせながら調査を続けています。

図 1. 房総半島で採集したダニ

図２．ダニの分類に重要な脚の剛毛 
図 3． Riccardoella triodopsis  (ﾆｭｳﾑﾗｶﾀﾂﾑﾘﾀﾞﾆ) 

種の同定には脚の各節の剛毛数と形が重要 



The more, the more の自然と社会現象 前編 

千葉市花見川区 岡村 淳輔 

The more,the more（何々をすれば、するほど増々）

の例えは、私たちの身の回りでしばしば見うけられ

る。「人は持てば持つほど欲しくなる」、とはよく言

われる言葉。勉強すればするほど頭が良くなる？、、、

とは言われてきたが、私には頭が痛くなるばかりだ

った。 

近頃は低金利の時代だが、借りるとなると大きな

負担になる。利息に利息がつく複利計算で元利合計

は増していく。まさに近頃の伝染病の拡がりと同じ

（方程式も同じ）時間の関数で、放置すればますま

す増えるばかり。両者には類似性（アナロジー）が

ある。 

自然界に目を向け、富士山のプロフィルに注目す

る。そのプロフィルは大変美しく、すそ野は大変に

広いが、その形は以下のように理由づけられる。図

１にその様子を示す。 

いま地上から高さ X における断面積をＡとすると、

その断面から上の黒塗り部分の荷重を受け、荷重÷

断面積の面圧力になる。すそ野に近くなるほど荷重

は大きくなるが、断面積も大きくなる。富士山のプ

ロフィルはその面圧がどの高さでも一定なプロフ

ィルになっている。（実際には火口やマグマがあり、

厳密ではない）。 

図２は近頃はやりではないが、組み体操のモデル

図。上部Ｂから最下部Ｅまで誰もが均等の荷重負担

にすると、２の自乗で人数を増やさねばならない。

ピラミッドのような角錐のプロフィルでは、最底部

で面圧が最大になり、ある高さ以上では荷重に耐え

きれず、その場合は座屈の現象をもたらす。 

生物学では繁殖問題や伝染病の拡がりが取りあげ

られている。 

例えば人口問題では一国の人口が多ければ多いほ

ど,ある期間（例えば 1年間）の人口は多くなろう。

男女の会う機会が多いからである。 

ある期間Δｔにおける人口増加をΔX とすると、

増加率ΔX/Δｔは人口 X に比例し、次式のようにな

る。 

ΔX/Δｔ＝αX 

（参考 Δｔ→０にてｄＸ／ｄｔ） 

αは比例定数。X はネピアの定数 e（=2,718,,,）

のαt乗に比例する形になる。 

上の図３は我が国の 1920 年から今日までの人口

に近似式をあてはめたもので、しばらくの間は近似

式によく沿っている。図中の凹みは、世界大戦中の

戦死者による減少を示す。統計を取り始めた頃は、

一家に４、５人の子供は珍しくなかった。その後は

少子化傾向で、ついには今日の人口減少に陥ってい

る。人口が増えると、まずは食料問題から出生率は

下がる、その他にも事情があるが、食料問題による

人口減少が自然の成り行きである。  （つづく） 

 

 

新浜の話３３ ～行徳野鳥観察舎友の会の誕生～ 
千葉県野鳥の会 市川市 蓮尾 純子 

鉄骨コンクリート３階建ての行徳野鳥観察舎

（2018 年廃館・とりこわし）。高くて眺望がきき、

２階・３階の観察台には各 22 台の望遠鏡が設置さ

れていました。窓ガラスを通しても望遠鏡の画像が

歪むことはありません。小学生が１クラス入っても、

全員が望遠鏡を見られるように、という構造。 

図１．富士山のプロフィル 

図２．組み立て体操のモデル 

図３．我が国の人口変化とその近似式 



 これまでのように窓を外す必要も、団体で混雑ということもなく、ひ

ろびろとして使い勝手がよい建物でした。 

ただし、開館当時のスタッフは亡夫嘉彪と私のふたりだけ。観察舎に

至る道は砂利を敷いただけの泥道で、当然ながら土足入館。一日を終え

ると、建物全体はまるで乾いた泥田のよう。以前に別稿で書きましたが、

開館から 1か月で私はたぶん３㎏以上痩せました。今だったらよいのに、

と。いつでも仕事を３つ以上抱えてかけずりまわる毎日、笛吹ケットル

のお湯が沸いてピーピー鳴りっぱなしで 20 分、お湯が半分以下になって

しまうこともしょっちゅう。なんであれほど忙しかったのだろうなあ。 

野鳥病院も、保護区管理も、観察舎そのものも、ふたりだけでやって

いたためですね。今では最低でも常に４，５人が目いっぱい働いている

業務で、ふたりでは到底無理な仕事量だったのです。手間ばかりかかる

野鳥病院はやめろ、と市から言われていましたが、こればかりは譲歩で

きません。ともあれ、電話に出ることもままならず。実態を知ってもら

うため、あえて電話に出なかった時もありました。 

連絡がとれなくなった結果として、市の担当者がとうとう堪忍袋の緒

を切らせてしまいました。「鳥小屋はみっともないから壊せ」「ケガした

鳥なんて殺してしまえ」 この発言がそのまま報道されるという事態が。

今にして思えば担当の方にはたいへん申し訳なかったことですが、暴言

であったことは確かだし、それほど追い詰められた状況だったとも思い

ます。 

 市川市はすみやかに動いてくれました。２月、当初の担当課だった公

園緑地課から農水産課へ移管、そして初代館長の渡井省三さん、雑事万

端引き受けの頼もしい宮島君江さんのおふたりが着任されました。おふ

たりの着任日、高名な鳥類画家で、往時の図鑑の絵をずっと手掛けられ

た小林重三画伯のお嬢さまから、油絵の大作「オシドリ」が寄贈される

という思いもかけないおまけまでありました。       

清掃をはじめ、観察舎そのものは基本おふたりにお任せできるように

なって、ようやく私たちもひと息つくことができました。渡井さんの主

導で、土足入館をやめ、清掃用の道具も手軽で扱いやすい自在ぼうきが

使われるようになり、手間もはるかに軽くなりました。渡井さんは「火

消し役」の実力が買われて、わずか 1 年３カ月の在任後、爆発事故で死

者が出てしまった清掃工場長として異動されましたが、清掃工場に回収

されたまだ十分に使用可能な物品のあれこれを回してくださったもので

す。   

前年の 11 月、いつも来られていた常連のみなさんを中心に、行徳野鳥

観察舎友の会が発足しました。初代の会長さんは、親子でご常連の亀谷

栄さん。ご子息の辰朗さんは現在日本鳥類標識協会でニュースレターを

編集されています。事務局は塩浜団地にお住いの大関朗さんが引き受け

てくださいました。野鳥病院とりつぶしなどの動きに抗して、観察舎の

活動を守り、盛り立ててゆくための結束です。蓮尾はふたりだけで孤立

していたわけではなかったのです。 

 
 
 
 
 

【発送お手伝いのお願い】 ニュースレター2020年1２月号（第2８０号）の発送を１２月７日（月）１0時

から千葉市民活動支援センター会議室 （千葉市中央区中央２-５-１ 千葉中央ツインビル２号館９階)にてお

こないます。新型コロナ感染に十分注意して実施しますので、ご協力お願いいたします。 

編集後記：下大和田の森が大量に伐採されました。高圧線の下、幅 20m ほどが丸裸になりました。昨年の台風で鉄

塔が倒れた映像の記憶は生々しいですが、同じような災害時に、火災などの被害が起きないようにとの対応でしょ

う。ただこの伐採が、生きものたちに与える影響を考えると他に方法があったのではないかと思います。お借りしてい

る土地ですので強いことはいえませんが、残念でなりません。     mud-skipper 
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下大和田・小山町谷津田だより －2020 年１１月号 No.225－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞                   報告：網代春男，写真：田中正彦 

第 254 回 下大和田ＹＰＰ 「コシヒカリの脱穀」 2020 年１０月４日（日） 

第 249 回 下大和田谷津田の観察会とゴミ拾い   2020 年１０月４日（日） 
天候不順で延期になった「コシヒカリ」の脱穀と観察会の同時並行開催となりました。 

観察会はトンボの調査もかねて行いました。トンボの出現数はとても少なく、捕

らえてマークをして放したのはわずか15頭という結果でした。（例年は100頭前後）

特にあかねの仲間が少なくなっていました。実りの季節でクリやアケビ、ムカゴな

どを採ったり、スズメウリの実を採って味わったりしながら巡りました。ジョロウ

グモの雄と雌の大きさの違いに驚いたり、円網を作る作業を見たり、クモの観察も

面白いものでした。 

谷津を一巡して戻ってきたときには脱穀の方も順調に進んで終るところでした。新型コロナウイルス対応で

スタッフにより、できる範囲の米づくりをしたため収量も少なく早く作業を終えました。 

最後に脱穀機のカバーを外して機械の仕組みなどを解説してもらい終了しました。 

参加３７名（大人 22 名、小学生８名,幼児７名） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
森と水辺の手入れ 2020 年１０月１８日(日) 
谷津は秋の色合いが濃くなってきました。古代米も稲刈りを待つまでになりました。今日はイノシシにめち

ゃくちゃに崩された畦に土を上げました。まだ一部で土を上げただけで未完ですが骨の折れる作業でした。ま

たイノシシに荒らされないことを祈るばかりです。小屋の中の整理をしたり、子どもさんには古い稻束を田ん

ぼに投入してもらったりしました。                参加８名（大人７名、小学生１名） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
第 255 回  YPP「古代米稲刈り」 2020 年１０月２４日（土）  
緑米、赤米、黒米の稲刈りをしました。がっしり成長した元気な緑米、丈のひょろ長い赤米、小柄の黒米とそれ

ぞれ特性があります。午前中には刈り終え、午後は皆で束ねておだにかけました。暖かく気持ちの良い秋の一日に

なりました。                   参加１４名（大人 10 名、小学生２名、幼児２名） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＜小山町での活動＞ 

あすみ小稲刈り 2020 年１０月５日(月) 報告：赤シャツ親父たんぽぽ 
あすみ小の稲刈りは当初の予定通り、５日に実施されました。総勢 120 人

を超える子どもたちでしたが、２クラスずつ、２回に分けて小山の学校田ん

ぼを訪れ、稲刈り、自然観察の作業を体験しました。田植えは遅れたものの、

８月の好天の恵みもあり、実入りは良好な印象でした。子どもたちも保護者

も先生も笑顔が溢れ、大変嬉しそうでした。 

 

大椎小学校の脱穀 2020 年１０月２９日（木） 
あすみ小は 11 月５日の予定    報告：たんぽぽ 

 大椎小たんぼの稲刈が９月 29 日に実施され、以降、学校の空いた教室にて大切に干されていた稲ですが、10 月

29 日実施された、脱穀の体験学習にて約 22kg の玄米となりました。学習では、足踏み脱穀機、千刃こき、を使っ

た脱穀から、籾とり藁選り、唐箕による風選、籾摺り機による籾とり、わら綯いの作業を体験しました。特に、昔

ながらの道具の姿と威力には、子どもたちも、ボランティア参加の保護者たちも、とても驚いた様子で、歓声をあ

げながらも上手にテキパキと作業を進めていました。あすみ小学校の脱穀の体験学習は、11 月５日の予定です。 
               
ＹＰＰ小山の全ての稲刈り終了 2020 年１０月３１日（土）       報告：たんぽぽ 
９月７日より開始された YPP 小山での稲刈りは、大椎小、あすみ小の小学校田んぼの体験学習の他、９面の田ん

ぼを順次、メンバーによる小規模な活動にて実施し、10 月 24 日にコシヒカリの稲刈りを完了。10 月 31 日をもっ

て、古代米の稲刈りを完了し、令和２年度に作付された全ての稲を刈り終えました。緑米を植えていた２面の田ん

ぼは、昨年度と同様に、イノシシの被害を受け、半分程度倒されてしまいましたが、今年は育ちが良く、収穫は昨

年より良好な見込みです。 



 
【谷津田・季節のたより】 
下大和田町 １０月 ２日 アブラゼミがまだ鳴いていた。 

１０月２６日 今年食菌のヒラタケ発生始まる。シイタケは出てこない。 
１０月２８日  シロヨメナ満開になる。                報告：網代春男 

              
小 山 町  １０月１～７日 最高気温 25℃に迫る秋晴れ、そこかしこでニホンアマガエル声。 

 １０月８～９日 台風 14 号接近に伴い秋雨前線活発化、まとまった雨を降らす。 

中旬以降は日平均気温も 20℃を下回り、秋晴れ続く。モズの高鳴き、カケスの声、ニホ

ンアマガエルの声、コオロギの声。特にカケスの騒がしさが目立つ。 報告：赤シャツ親父 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
【イベントのお知らせ】 

参加費：小学生以上 100 円，森と水辺の手入れは無料 

主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 観察会は、ちば・谷津田フォーラムと共催 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 

 
＜下大和田谷津田＞ 
場 所：千葉市緑区下大和田谷津 
集 合：現地。初めて参加する方は駐車場や会場をご案内しますので事前に網代（あじろ）090-2301-0413

までご連絡ください。 
交 通：JR 千葉駅 10 番 成東あるいは中野操車場行きのちばフラワーバスで中野操車場バス停下車。 
    徒歩 5 分で現地。＜千葉駅発 8：25，8：40 など、所要時間 45 分＞料金は 550 円。 

 
・第 256 回 下大和田ＹＰＰ「古代米の脱穀」  緑米、赤米、黒米を脱穀します。 

日 時：2020 年１１月 ７日（土）９時 45 分～14 時 雨天・乾燥具合によって延期 

持ち物：弁当、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴、軍手、帽子、敷物など 
 
・第 257 回 下大和田ＹＰＰ「もみすり」 
日 時：2020 年１１月２１日（土）９時 45 分～14 時 雨天延期 

場 所：大草いきものの里 （注：下大和田ではありません） 
持ち物：弁当、飲み物、長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、敷物など 
  

・下大和田 森と水辺の手入れ 
日 時：2020 年１１月１５日（日）9時 45 分～12 時 雨天中止 
持ち物：弁当、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴、軍手、帽子、敷物など 

  
・第 251 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 

冬鳥を観察しながら谷津を巡ります。 
日 時：2020 年１２月 ６日（日）9 時 45 分～12 時 雨天決行 
持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴、帽子、あれば双眼鏡、ゴミ袋、午後まで活動する

方は弁当、敷物。 
  

 ＜小山町谷津田＞ 
◆11 月期より活動を通常化へ◆  

COVID-19 の影響により３月期以降メンバーによる小規模な活動として実施して参りましたが、

11 月期以降、イベントとして再開致します。 

 

第 187 回 小山町ＹＰＰ「古代米の脱穀」  
日 時 : 2020 年１１ 月 ７ 日（日） 10 時～ ☆小雨決行 

場 所 : 千葉市緑区小山町 リンドウ広場 

（ご連絡いただければ地図をお送りします,赤シャツ親父 e-mail; tomizo_i@nifty.com) 

持ち物 : 飲み物、長靴（長めのもの）、帽子、軍手、敷物。 

 
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 


